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ま
え
が
き

　
２
０
２
０
年
代
、
世
界
は
思
い
が
け
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
国
際
法
無
視
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
、
避
難
民
続
出
、
核
へ
の
恐
怖
等
々
、
新
た
な
混
迷
の
時
代
に
入
っ
た
。
だ
が
人
類
は
、
新

た
な
精
神
文
明
に
入
る
キ
ッ
カ
ケ
を
得
た
の
で
は
な
い
か
。

　
本
書
は
入
門
書
で
あ
る
が
、
趣
意
は
、
端
的
に
は
、
平
和
維
持
、
戦
争
回
避
に
は
、
核
兵
器
（
科
学
）

や
法
（
論
理
）
の
抑
止
力
で
は
な
く
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
（
文
芸
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
精
神
性
・
霊
性

が
一
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
人
類
の
精
神
進
化
に
向
け
て
。

⃝
 

父
親
同
士
の
長
年
の
怨え
ん
恨こ
ん
を
子
ら
が
和
解
に
導
く
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

⃝
 

横お
う
暴ぼ
う
な
る
独
裁
者
の
哀
れ
な
最
期
を
描
く
『
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
』

⃝
 

人
間
の
獣
じ
ゅ
う
性せ
い
を
嘆
く
コ
メ
デ
イ
『
お
気
に
召
す
ま
ま
』

⃝
 

恋
人
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
の
墓
前
で
、
生
し
ょ
う
死じ

に
つ
い
て
悟
り
を
得
る
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
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⃝
 

無
（
真
心
）
か
ら
最
高
の
有
が
生
ず
る
『
リ
ア
王
』

⃝
 

殺
し
の
後
に
は
眠
り
は
来
な
い
悲
劇
『
マ
ク
ベ
ー
ス
』

⃝
 

死
か
ら
の
再
生
を
描
く
悲
喜
劇
『
ペ
リ
ク
リ
ー
ズ
』『
冬
の
夜
語
り
』『
テ
ン
ペ
ス
ト
（
あ
ら
し
）』

⃝
 

作
者
引
退
後
の
正
史
劇
。「
笑
い
で
は
な
く
真
実
を
」『
ヘ
ン
リ
ー
八
世
』

　
古
代
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
が
舞
台
で
あ
る
が
、
テ
ー
マ
は
極
め
て
今
日
的
。

　
二
十
一
世
紀
、
物
質
・
科
学
文
明
か
ら
、
そ
れ
ら
を
生
か
し
た
新
た
な
精
神
文
明
へ
の
転
換
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
今
こ
そ
世
界
最
高
の
文
芸
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
戯
曲
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
彼
の
名
作
十
三
篇
を
「
わ
か
り
や
す
く
、
簡
潔
に
」、
口
語
に
よ
る
「
現
代
能
」
に
翻
案
し
た
。

能
に
親
し
み
の
な
い
読
者
に
は
新
発
見
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
大
作
を
ど
う
読
み
直
す
か
。
舞
台
を
ど
う
鑑

賞
す
る
か
。
そ
の
キ
ッ
カ
ケ
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
名
セ
リ
フ
に
は
、
所
々
に
英
語
原
文
を
添
え
た
。

　
ま
た
す
で
に
舞
台
上
演
さ
れ
た
曲
（『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』『
オ
セ
ロ
ー
』『
リ

ア
王
』
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
批
評
の
一
部
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
能
鑑
賞
の
鍵
は
観
客
の
想

像
力
に
あ
る
。
ま
し
て
本
書
は
「
能
台
本
を
読
む
」
の
で
あ
る
。
諸
氏
の
評
言
が
大
い
に
助
け
に
な
る
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で
あ
ろ
う
。

　「
生
か
死
か
、
そ
れ
が
問
題
」
が
「
生
し
ょ
う

死じ

は
も
は
や
問
ふ
ま
で
も
な
し
」
に
転
換
さ
れ
る
の
が
『
能
・

ハ
ム
レ
ッ
ト
』で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
常
識
や
知
識
や
論
理
に
囚
わ
れ
ず
、イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
働
か
せ
、

新
た
な
芸
術
体
験
・
人
生
体
験
も
し
く
は
宗
教
的
体
験
を
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
！




